
生
・
労
・
全

　

運

輸

労

連

は

、

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

を

中

心

に

、

さ

ま

ざ

ま

な

輸

送

分

野

の

労

働

組

合

３

４

７

組

合

、

組

合

員

約

�

万

７

０

０

０

人

が

結

集

し

て

お

り

、

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

産

業

で

は

最

大

の

産

業

別

組

合

で

す

。

１

９

６

８

年

�

月

、

前

身

と

な

る

「

全

国

運

輸

労

働

組

合

協

議

会

」

（

全

国

運

輸

）

と

「

全

国

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

労

働

組

合

連

合

会

」

（

全

ト

労

連

）

が

統

合

し

て

運

輸

労

連

が

結

成

さ

れ

ま

し

た

。

　

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

産

業

は

、

国

民

生

活

や

経

済

を

支

え

る

重

要

な

産

業

で

す

が

、

１

９

９

０

年

の

規

制

緩

和

に

起

因

す

る

過

当

競

争

に

よ

り

、

労

働

関

係

法

令

や

事

業

法

に

違

反

す

る

事

業

者

が

横

行

し

、

全

産

業

と

比

較

し

て

長

時

間

労

働

の

割

に

低

い

賃

金

水

準

と

い

う

業

界

実

態

と

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

結

果

、

業

界

に

お

け

る

若

年

層

の

入

職

が

減

少

し

、

従

業

者

の

高

齢

化

と

深

刻

な

労

働

力

不

足

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

　

運

輸

労

連

は

、

こ

う

し

た

状

況

を

改

善

す

べ

く

、

ト

ラ

ッ

ク

ド

ラ

イ

バ

ー

の

働

き

方

改

革

（

労

働

時

間

規

制

の

強

化

等

）

を

進

め

、

労

働

条

件

の

向

上

に

よ

る

労

働

力

確

保

と

雇

用

の

安

定

を

実

現

す

る

と

と

も

に

、

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

産

業

の

秩

序

の

回

復

と

公

正

な

競

争

条

件

の

確

立

、

社

会

的

地

位

の

向

上

に

向

け

て

、

行

政

や

業

界

団

体

等

と

連

携

し

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

　

労

使

協

議

の

取

り

組

み

と

し

て

は

、

ト

ラ

ッ

ク

運

輸

産

業

の

業

界

団

体

で

あ

る

全

日

本

ト

ラ

ッ

ク

協

会

と

、

運

輸

労

連

本

部

が

年

１

回

、

産

業

政

策

を

中

心

と

し

た

要

請

書

の

提

出

と

意

見

交

換

を

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ト

ラ

ッ

ク

関

係

の

労

働

団

体

と

国

土

交

通

省

、

全

日

本

ト

ラ

ッ

ク

協

会

が

一

堂

に

会

す

る

物

流

政

策

懇

談

会

を

年

１

回

開

催

し

て

い

ま

す

。

　

テ

ー

マ

は

、

そ

の

時

直

面

し

て

い

る

課

題

、

ト

ラ

ッ

ク

ド

ラ

イ

バ

ー

の

働

き

方

改

革

や

賃

金

労

働

条

件

の

改

善

に

向

け

た

価

格

転

嫁

等

で

あ

り

、

都

道

府

県

の

地

方

組

織

に

お

い

て

も

同

様

の

要

請

行

動

等

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

も

、

中

央

・

地

方

で

加

盟

組

合

対

応

企

業

と

の

労

使

懇

談

会

を

積

極

的

に

行

っ

て

い

ま

す

。

　

深

刻

化

す

る

労

働

者

不

足

の

是

正

に

向

け

た

賃

金

・

労

働

条

件

の

改

善

と

そ

の

原

資

と

な

る

適

正

運

賃

・

料

金

の

確

保

（

価

格

転

嫁

）

は

労

使

の

共

通

課

題

で

あ

り

、

２

０

１

８

年

に

は

そ

の

実

現

に

向

け

た

貨

物

自

動

車

運

送

事

業

法

等

の

改

正

に

全

日

本

ト

ラ

ッ

ク

協

会

と

労

使

協

調

し

て

取

り

組

み

、

改

正

法

案

を

成

立

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

　

ま

た

、

本

年

６

月

に

は

、

労

働

者

の

適

切

な

処

遇

の

確

保

や

国

土

交

通

大

臣

が

定

め

る

「

適

正

原

価

」

を

下

回

る

運

賃

及

び

料

金

の

制

限

な

ど

が

盛

り

込

ま

れ

た

貨

物

自

動

車

運

送

事

業

法

等

の

改

正

法

案

が

労

使

協

調

に

よ

り

成

立

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

よ

う

や

く

ス

タ

ー

ト

地

点

に

立

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

、

今

後

は

、

法

の

実

効

性

を

高

め

る

べ

く

引

き

続

き

労

使

協

議

を

進

め

て

い

く

所

存

で

す

。


